
東京都　港区立神応ほっとプラザ　開館

世代を超え愛される施設に

東京都
港区長　武井　雅昭
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　設計コンセプト　旧小学校建物を改修し用途転換

一般社団法人港区建築設計事務所協会　理事
（株式会社エンドウ・アソシエイツ代表取締役）　　　　　　加藤　峯男（総括責任者）
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　このたび、港区立神応いきいきプラザ等複合施設整備
工事が完了し、子どもから高齢者まで「ほっと」一息つ
ける「安全・安心」のための施設「神応ほっとプラザ
（愛称）」が開設しました。

　年３月に廃校となった旧神応小学校の校舎を最大
限活用するという方針の下、地域の要望等も取り入れ、
高齢者の介護予防・健康づくりや区民の交流・自主的活
動の場となる「神応いきいきプラザ」、同地区の就学前
人口の増加および年３月末で廃止となる港区三光保
育室と三光学童クラブの利用児童の受け入れに対応した
「神応保育園」「神応学童クラブ」、区民の地域活動の
場となる「神応区民協働スペース」を整備しました。
　また、建築から約年経過した既存建物を長寿命化し
現行建築基準法へ適合させるとともに、耐震強度の確保
やマンホールトイレ設置等の防災機能の拡充、外周フェ
ンス撤去による歩行空間の確保も行いました。
　旧神応小学校には、地域コミュニティーの拠点として
機能してきた歴史があります。「神応ほっとプラザ」が、
世代を超えた多くの区民の皆さまに末永く愛されること
を心から願っております。大規模改修工事にあたり、ご
理解とご協力をいただいた近隣の皆さま、また工事関係
者の方々に厚く御礼申し上げます。

保育園

区民協働スペース

■工事名称：（仮称）港区立神応いきいきプラザ等複合施設整備工事
■工事場所：東京都港区白金六丁目９番５号
■建　築　主：港区
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡　（増築部．㎡、用途変更部分．㎡）
■構　　造：【既存部】ＲＣ一部Ｓ造（本棟）、ＳＲＣ造（体育館）【増築

部】ＲＣ造（本棟、運動場棟）、アルミニウム構造（渡り廊下）
■階　　数：本棟／４階、体育館／２階、運動場棟／１階、渡り廊下／１階
■設計監理：一般社団法人港区建築設計事務所協会
■施　工　者：建築／安藤ハザマ・小俣建設共同企業体

機械／富士設備工業株式会社
電気／不二工業株式会社
昇降機／株式会社日立ビルシステム

■工　　期：年６月日～年３月日
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　神応ほっとプラザは、年（大正年）６月日に開校した旧港区立神応小学校の既存
建築物を活用し、保育園、学童クラブ、いきいきプラザ並びに区民協働スペースからなる複
合施設に用途転換を成した施設です。神応小学校は、港区が小中一貫教育校として「白金の
丘学園　白金の丘小学校・白金の丘中学校」を開校するにあたり、年（平成年）３月
日付で閉校しました。同年４月以降は、文化財等の倉庫や防災倉庫、地域の方々の町会、
スポーツクラブや趣味の活動スペースとして、利用されておりました。
　本事業では用途転換に合わせ、小学校のころから避難所として使われてきた既存建築物の
耐震性能を、現状より．倍に向上させる耐震補強工事を行うとともに、保育園のエントラ
ンスロビー・事務室、階段室、渡り廊下などを増築いたしました。
　敷地は、低層住宅密集地の中でも唯一広くまとまり、地域の公園のように大きな天空が望
め、開放感を味わえる場所で、緑豊かな地域の公園のようなしつらえを目指しました。
　周辺には、この小学校で学ばれた方々が多く住まわれていることもあり、記憶を継承する
ため、敷地内の既存の桜は、できる限り保存しました。北側の施設出入り口周りにつきまし
ては、旧校舎の門柱を保存し、外壁面は門柱のれんが積みをモチーフとした意匠としました。
　建築物の外装に使用する色は、住宅街の中に立地することに配慮し、オフホワイトを基調
としました。各所の設備置き場には、空調機等を露出させないよう人工木材のルーバーを設
置しております。
　既存建物を活用することにより、廃棄物の削減、二酸化炭素排出量の低減など地球環境へ
の負荷を抑制しています。また、みなとモデル二酸化炭素固定認証制度における協定木材を、
床フローリング基材、造り付け家具など各所に採用しており、アップグレード値１（★★）
を取得しています。評価の対象は増築部の材料だけですが、既存建物側のフローリング基材
にも協定木材を採用しています。
　神応ほっとプラザが、一層地域の方々に親しまれ、年少者から高齢者までの各世代が集い、
交流・交感を図る場施設となることを期待しています。

北面（メインエントランス側）外観 エントランスホール


